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第1章　 緒 言

生体に於け る骨髄 の機能 として古 くよ り造

血及び抗体産生機能があげ られているが,又

一方骨髄物質を経 口的乃至は非経 口的に投 与

す ることに よ り造血臓器を刺戟 して血球増加

を来たす こ とはLeake87)88)89),大 野11)12)を

始め多 くの研究者の認める所である.

扨 て臓器療法に対す る考えは既に古 くギリ

シャ時代 よ り存 し,現 代の進歩 した学理 よ り

て らして必ず しも効果があつ たか どうかは疑

問のあ る所ではあ るが,今 日のホルモン療法

的思想のあつた ことは興味ある事実であ る.

而 して一時は全 く忘れ られていた臓器療法 も

最近両 び諸家の注 目す る所 とな り,更 に又 ソ

聯の フ ィラ トフ等81)に よる冷蔵移植療 法に よ

り,よ り関心を持たれ特に下垂体埋没療法は

広 く世人の注 目す る所 となつた.

骨髄の移植に関 しては之れ又古 くよ り行わ

れ,頓 宮39),浅 田3),広 津54), Loeb90)及 び

Bull76)等 の報告例 を見 る.然 しな が ら之 等

研究老はすべ て移植の目的を以 て埋没骨髄 の

組織像 を追究す るのみに して,埋 没母体 の血

液像 に及ぼす影響に関 しては全 くふれていな

い.私 は骨髄 中にあるといわれ る造血物質が

骨髄 埋没によ り如何 なる影響を埋没母体の血

液像に及ぼすやを検索 し,ひ いては現在血液

学の大きな課題 となつてい る再生不 良性貧血

やX線 貧血の治療 に応用せん と試み本実験を

行つた.

第2章　 実 験 方 法

(1)実 験動物　 2kg前 後 の白色雄性家兎を

実験に先立ち一定の場所に於て一定 の食餌 を

以て10日 前後飼育 した後 実験に使用 した.

(2)実 験材料　 1kg前 後の幼若家 兎及び生

後2～3ヶ 月の幼若犬を撲殺後直ちに四肢骨

赤色骨髄を無菌的に取 り出 し,ペ ニシ リン加

生理的食塩水溶液にひた した後使用 した.尚

対照実験に使用せ る筋肉 も同様に処置 して使

用 した.

(3)埋 没方法　 家兎を周定 しその大腿内側

筋膜下に前記赤色骨髄 を無菌的に埋没 した.

(4)血 液検査法　 早朝空腹時に総 て耳朶静

脈 を穿刺採血 し,同 一動物には常 に同一メラ

ンヂュールを使用 し,血 色素量(ザ ー リー氏

法),赤 血球数,白 血球数,白 血 球百分 率及

び網赤血球数 を型の如 く測定 した.尚 埋没前

の血液像はすべて2回 検査を行い平均値 を以

て示 した.
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註:表 及び図中の記 号は 次の如 し.

Hb:血 色素量　 R:赤 血球数

W:白 血球数　 Rt:網 赤血球数

白血球百分率の中

B 好塩基球　 E:好 酸球

PE:僞 好酸球　 L:淋 巴球

M:単 球

第3章　 実 験 成 績

第1節　 同種 骨髄 埋没 例

第1項　 体 重 毎 瓩0.5瓦 埋 没例(第1,

 2表,第1, 2図)

大 野11)12)は 赤色 骨髄 蒸 溜 水融 解 液体 重 毎瓩

5竓,即 ち赤色 骨髄0.5瓦 に相 当す る量 を使

用 す る時骨髄 造血 機 能 を適 度 に刺 戟す る との

べ てお り,か ゝる点 よ り本 実験 に 於 ては 先ず

体 重 毎瓩0.5瓦 の埋 没 を行 つ た.

赤血 球数.埋 没 後 赤血 球数 は漸次 減 少 し,

 3～4日 目を最低 としてNo. 1号 家 兎で は49

万, No. 2号 家 兎 で は121万 の 減少 を 示 し,

これ よ り増 加 を始 め13～15日 目に実 験 前値 に

復 し,後 更 に 増加 し実験 前値 を越 え て赤血 球

増 多 症 を示 し, 27日, 23日 目を最 高 として夫

々44万, 133万 の増 加,増 加率10%, 24%

を示 した.而 る後漸次減少 し33日, 30日 目に

旧に復 し,更 に又40日, 37日 目を最高 として

夫 々110万, 107万 の増加を示 し60～70日 目

に実験前値に復 した.以 上の如 く赤血球数 は

初期に減少 し,次 で2峯 性赤血球増加 を認め

た.

血色素 量. No. 1, 2号 家兎共 に赤血球数に

略 々比例 して埋没後減少 し,赤 血球数増加 と

共 に増加すれ ど赤血球数に於て見 られ る如 き

著明な変化は認め られなかつ た.

網赤血球数.赤 血球数 増加に先立 ち,即 ち

埋没後4日 ～5日 目より著 明な網赤血球数の

増加を認め実験 前 値 の倍乃 至数 倍 に達 し,

No. 1号 家 兎に於ては 赤血球数旧に復す る前

に実験前値 に帰 り,赤 血球数2次 的増加 に先

立 ち再び増加 し, No. 2号 家 兎にては2峯 性

の山を画かず60日 目に赤血球数旧に復す ると

共に実験前値に復 した.

白血球数.そ の数常 に動揺 し一定の傾向を

見出 し得なかつた.

白血球種類.白 血球数 と同様一定の傾向を

認めなかつた.

第1表　 体 重毎 瓩0.5瓦 埋没 例　 No. 1号 家 兎

一般状態.埋 没直後は うず くま り稍 々元気
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がないが,翌 日よ り数 日に亙 り正常家 兎に比

し著明な食慾亢 進の状を示 した他,特 に認む

べ き変化はなかつた.

第2表　 体重毎瓩0.5瓦 埋没例　 No. 2号 家 兎

第1図　 体重毎瓩0.5瓦 埋沒例　 No. 1号 家兎

第2図　 体重毎瓩0.5瓦 埋没例　 No. 2号 家兎

第2項　 体重毎瓩0.3瓦 埋没例(第3, 4

表,第3, 4図)

赤血球数.前 記体重毎瓩0.5瓦 埋没例 と略

々同様の傾向を認めるが,埋 没後に於け る初

期赤血球数の減少度は軽度であ り,且 その期

間 も短 く,又 赤血球数増加 も軽度であ る.即

ち赤血球数増加はNo. 31, 32号 家 兎にて夫 々

13日, 11日 目を最高 として, 65万, 40万 の増

加,増 加率14%, 7%を 示 し,一 度旧に復 し

た後再度増加 し約1ケ 月後実験前値に復す る

2峯 性赤血球増加を認めた.

血色素量.赤 血球数 と略 々同様の傾向を認

め,埋 没後一時減少 した る後赤血球数 の増加

と共に増量 し約1ケ 月後実験前値に復 した.

第3図　 体重毎瓩0.3瓦 埋沒例　 No. 31号家兎

第4図　 体重毎瓩0.3瓦 埋沒例　 No. 32号 家兎

網赤血球数.赤 血球数増加に先立ち,即 ち

埋没翌 日より既に増加を始め, No. 31号 家兎

にては15日 目, No. 32号 家 兎にては7日 目ま
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で増加を示 した.尚 体重毎瓩0.5瓦 埋没例 と

比較す るとその平均増加率は略々同様なれ ど

も増加期間は短かつた.

第3表　 体 重 毎 瓩0.3瓦 埋没 例　 No. 31号 家 兎

第4表　 体重毎瓩0.3瓦 埋没例　 No. 32号 家兎

白血球数. No. 31号 家兎に於て埋没翌 日に

著明な増加を認めたが,そ の後に於け る増減

不定 に して一定 の傾向を認め得なかつた.

白血球種類.白 血球数 と同様一定 の傾向を

認めなかつた.

第3項　 体 重毎 瓩1.0瓦 理没 例(第5,

 6表,第5, 6図)

赤 血球数.体 重毎 瓩0.5埋 没例 に 於 け る と

同 様 埋没 翌 日よ り減 少 を始 め, No. 33号 家 兎

で は 埋没後9日 目, No. 34号 家 兎で は5日 目

に最低 値 を示 し,夫 々101万, 66万 の減 少 を

認 め後漸 次 恢復 した.而 してNo. 33号 家 兎に

で は13日 目に 実験 前値 に 復 した後,増 加 す る
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こ とな く21日 目よ り再 び減 少 を初 め最 大79万

の減 少 を示 して30日 目に 恢 復 した. No. 34家

兎に於ては9日 目実験前値に復 し, 11日 目70

万の増 加を示せ ど直ちに旧に復 し30日 目よ り

弟5表　 体 重 毎瓩1.0瓦 埋没例　 No. 33号 家 兎

第6表　 体 重 毎瓩1.0瓦 埋 没例　 No. 34号 家 兎

第5図　 体 重 毎 瓩1.0瓦 埋 沒 例　 No. 33号 家兎 第6図　 体重毎瓩1.0瓦 埋沒例　 No. 34号 家兎
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再度減少 し, 33日 目に減少64万 と最低値 を示

した後45日 目に略 々実験前値 に恢復 した.以

上の如 く体重毎瓩1.0瓦 埋没せ る場合 には体

重毎瓩0.5瓦 埋没せ る場合 と全 く反対に赤血

球数は増加す ることな く貧血を示 した.

血色素量.赤 血球数 と略々平行 し増量す る

ことな く減少を示 したが,唯No. 34号 家 兎に

て18日 乃至24日 目に亙 り軽度の増量を認めた.

網赤血球数.体 重毎瓩0.5瓦 埋没例 と同様

増 加を認めた.即 ちNo. 33号 家兎に於 ては略

々5日 目 より増加 し始め, 9日 目を最高 とし,

 13～15日 目に稍 々減少 し,再 び増加, 24日 目

に旧に復 した. No. 34号 家 兎に於 ては稍々遅

れ て7日 目よ り増加 し21日 目に実験前値 に復

し, 9～11日 目に最高値 を示 した.

白血球数.両 家兎共に増加 し, No. 33号 家

兎に於 ては7日 目よ り27日 目 まで, No. 34号

家 兎では埋没翌 日よ り27日 目まで軽度の増加

を認めた,

白血球種類.一 定 の傾向 を見出し得 なかつ

た.

第4項　 同一動物に反覆埋没せ る場合

(第7, 8表,第7, 8図)

体重毎瓩0.5瓦 埋没を行 い,そ の赤血球数

増加後実験前値 に復 した後.再 び体重毎瓩0.5

瓦を反対側大腿内側筋膜下に埋没 し,そ の血

液 像,一 般状態並びに局所症状を観察 した.

赤血球数. No. 29号 家 兎に於 ては埋没後7

日目を最低値 として36万 の減少を示 したが初

回埋没時に比 し減少率は軽度であつた.而 し

て9日 目よ り実験前値 を越 え, 15日 目を最高

とし68万 の増加を示 し25日 目に旧に復 した.

 No. 30号 家兎に於ては初回埋没時 と異 な り初

期減少を示す ことな く7日 目頃 よ り増加 し始

め, 9日 目に最高105万,後50万 乃至80万

の増加を示 しなが ら37日 目に実験前値 に復 し

た.以 上の如 く初回埋没時に比 し初期赤血球

減少は軽度で あ り,又2峯 性 赤血球増加 を認

めなかつた.

血色素量.赤 血球数の増減 と略 々平行 し,

 No. 29号 家兎に於ては9日 乃至21日 目に亙 り

約5%の 増加を, No. 30号 家兎に於ては9日

目に11%の 増加 を示 した後略 々赤血球数増加

の期間中軽度の増量を認めた.

網赤血球数.初 回埋没時 と同様赤血球増加

に先立ちて増加 し, No. 29号 家兎に於ては10

〓 より9日 目に最 高に23〓 に, No. 30号 家

兎に於ては7.5〓 よ り7日 目に23〓 と著明に

増加 した.而 る後No. 29号 家兎に於 ては18

日目旧に復 した後再び増加 し2峯 性増加を示

し, No. 30号 家兎に於ては12日 目に実験前値

に復 した.

白血球数.赤 血球数に於け る如 き一定の傾

向 を初回埋没時同様認め得なかつた.

白血球種類.一 定 の傾向を認めなかつた.

第7表　 反 覆 埋 没 例　 No. 29号 家 兎



骨 髄 埋 没 に 関 す る 研 究　 2575

第8表　 反 覆 埋 没 例　 No. 30号 家 兎

第7図　 反覆埋沒例　 No. 29号 家兎 第8図　 反覆埋沒例　 No. 30号 家兎

第2節　 異種骨髄埋没例(第9, 10表,

第9, 10図)

前記同種骨髄埋没例 よ り異種骨髄(幼 若犬

骨髄)も 体重毎瓩0.5瓦 を適 当と考え本実験

を行つた.

第9表　 異 種 骨 髄 埋 没 例　 No. 3号 家 兎

赤血球数. No. 3号 家兎に於ては同種埋没

例 と同 じ く埋没翌 日に56万 の減少を示 し, 5

日 目よ り実 験 前値 を越 えて増加 し, 18日 目に

最 高115万 の増 加,増 加 率27%を 示 し26日 目

稍 々減 少 した る後30日 目に旧 に復 した. No.

 4号 家 兎 に於 て も埋没 翌 日63万 の減少 を 見,

5日 目 よ り18日 目 まで実 験 前値 を越 え る こ と

40万 乃 至60万 を示 した る後22日 目に 旧に復 し

た.以 上 の如 く同種 骨髄 体 重毎 瓩0.5瓦 埋 没
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時 と略 々同様 の傾向を認めるも増血作用は稍

々弱 く且又その期間 も短 いよ うであ る.

第10表　 異 種 骨 髄 理 没 例　 No. 4号 家兎

第9図　 異種骨髄埋沒例　 No. 3号 家兎

第10図　 異種骨髄埋沒例　 No. 4号 家兎

血色素量.埋 没後一時減少 し,而 る後増加

し赤血球数 と略々同 じ傾向を認め るも著明で

なかつ た.

網 赤血球数.赤 血球数増加 に先立 ち増加 し

No. 3号 家兎にては実験前値23‰ より埋没後

5日 目に最高46‰ に, No. 4号 家 兎にては18

‰ よ り3日 目に最高30‰ と著明に増加 した.

而 る後一旦実験前値或はそれ以下に減少 した

る後再び増加 し, 26日 目, 30日 目を最高 とし

て夫 々36‰, 44‰ を示す2峯 性増加を認めた.

白血球数及びその種類.同 種骨髄 埋没時 と

同様一定の傾向を認めなかつた.

第3節　 対 照 実 験

対照実験 として同種及び異種筋 肉を骨髄 と

同様 大腿内側筋膜下に埋没 しその血液像 を検

索 した.尚 埋没量は体重毎瓩0.5瓦 とした.

第1項　 同種筋肉埋没例(第11, 12表,

第11, 12図).

第11図　 同種筋肉埋沒例　 No. 45号 家兎

第12図　 同種筋肉埋沒例　 No. 57号 家兎

赤 血球 数.No. 45号 家 兎に於 て埋 没後1日,

 29日, 40日 目に夫 々49万, 80万, 46万 の減 少
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を認め, No. 57号 家兎に於ては12日 目に36万

の増加を認めるも他 はすべて生理的動揺 範囲

内を上下 し,赤 血球数 に著変なかつた もの と

いい得 よう.

第11表　 同 種 筋 肉 理 没 例　 No. 45号 家 兎

第12表　 同 種 筋 肉 埋 没 例　 No. 57号 家 兎

血色素量.赤 血球数 と同様著明なる増減

を認めなかつた.

網赤血球数.時 に軽度の増加を示す も一時

的 にして骨髄埋没時に於け る如 き著明な増加

を認めなかつた.

第13図　 異種筋肉埋没例　 No. 51号 家兎

白血球数.そ の数一定せず骨髄埋没時 と同

様一定の傾向を見出 し得なかつた.

白血球種類.一 定 の傾向を認めなかつた.

第2項　 異種筋肉埋没例(第13, 14表,

第13, 14図)

第14図　 異種筋肉埋没例　 No. 52号 家兎
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第13表　 異 種 筋 肉 埋 没 例　 No. 51号 家兎

第14表　 異 種 筋 肉 埋 没 例　 No. 52号 家兎

赤血球数,血 色素 量.共 にその数略々生理

的動揺 範囲内を上下 し,増 減 を 認 め な か つ

た.

網 赤血球数.著 明なる変 動 を 認 め なか つ

た.

白血球数 及び種 類.一 定 の傾向を認めなか

つた.

第4章　 総括並びに考按

以上の実験成績 を総括 し少 し く考按を加え

て見 る.先 づ幼若家兎赤色骨髄 を成熟家兎大

腿内側 筋膜下に理 没 しその末梢血液像を観察

す るに,体 重毎瓩0.5瓦 埋没せ る場合に於 て

は赤血球数,血 色素量共に一時減少 したる後

埋没後15日 目頃 よ り実験前値 を越 えて増加 し

一旦旧に復 した後再び増加 し60日 乃至70日 目

に正常値に復す るを見た.又 網赤血球数 も赤

血球数増加 に先立ち著明なる増加を認めた.

体重毎瓩0.3瓦 埋没例 に於 ては増血作用軽度

であるが,大 量即 ち体重毎瓩1.0瓦 埋没せ る

場合に於ては網赤血球数は増加すれ ども赤血

球数,血 色素量共に初期減少後一 旦実験前値

に復 し,後 増加す ることな く再び減少 し1乃

至1.5ケ 月後正常値 に恢復 し貧血 を 来たすの

みに して体重毎瓩0.5瓦 埋没例 と全 く反対の

結果 を得た.又 異種骨髄た る幼若犬の赤色骨

髄を体重毎瓩0.5瓦 埋没せ る場合に於ては同

種同量埋没例 と同様赤血球数,血 色素 量及び

網 赤血球数の増加を見たが,同 種 に比 し造血

促進作用は軽度であ りその作用期間 も短かつ

た.尚 何れの実験にても白血球数及びその百

分率には一定 の傾向を認めなかつ た.対 照 実

験 として筋 肉を埋没せ る場合に於 ては同 種,

異種共にその血液像に著変を認めなかつた.

以上 よ りして赤色骨髄 中には特異 なる造 血促

進物質の存在す ることは明 らかに して,埋 没

に よ り比較的 長期 に亙 り造血促進作用あ るを

知 り,就 中体重毎瓩0.5瓦 が最適 量な ること

が明らか となつ た.

扨 てホルモ ン療法の歴史53)をひ るがえつて

見 るに,既 に ギリシャ時代 よ り頭痛には脳,

肝臓病には肝臓等の如 く広 く用い られ,今 日
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のホルモン療法的思想 のあつた ことは否定 し

得ない. 1889年 仏国のBrown-Sequardは 犬

の睾丸を乳鉢 中で磨 りつぶ してグ リセ リンエ

キスを作 り72才 の彼 自身に注射 し精神的にも

肉体的に も非常 に活力を得た と発表 し世の注

目を集め,こ の発表が ホルモ ンを製剤化 し臨

床方面に応用せん とす る考 えを刺戟 した こと

は明 らかであ る.か くして現今 ホルモンの製

剤 化は非常 な る進歩を とげ た とはいいなが ら

も とよ り未だ未知の 部 分 が 少 な くない.一

方各種臓 器 の 埋 没 も生 体 に 種 々 の興 味 あ

る変化を及 ぼ す を 以 て臓 器 療 法 も1928年

Ehrhardt79)に よ り脂胖性性器発育不全症 に

牛下垂体埋没が行わ れて以来広 く応用 されて

お り,本 邦では特に終戦後下垂 体埋没療法は

数多 くの報告 例を見 るに至つた.而 してその

埋没部位もあ らゆ る場所 に行われ,岩 男門下

の落合18)は上 皮小 体を骨髄 的に埋没 し,最 近

に於け る下垂体埋没療法 も後腹膜内,睾 丸 内,

大網膜 内,各 所の筋肉内,筋 膜 下,皮 下等に

行われている.伊 藤,北 川6)は 埋没 部位は外

力の影響 を さけ.得る部 位,体 動時に安定 し得

る部位等の諸条件をあげているが,臨 床的 に

簡単に行 い得 る点 よ り下垂体埋没 も主 として

大腿広 筋膜下に行われてい る.私 もか ゝる点

より家 兎大腿内側筋膜下 に埋没 し実験を行つ

た.

臓 器療法の際問題 とされ るア レル ギー性 変

化に就 て,中40)は 下垂体埋没時局所の発赤,

発疹等を認め るとのべ てい るが,本 実験に於

ては初回埋没時に著変を認め なかつ たことは

勿論なが ら,再 度埋没時に於 ても局所のア レ

ル ギー性変化 は見 られず,又 全身症状に も特

に変化 を認めなかつた.

こ ゝで骨髄 物質の造血促進作用に関す る文

献をひ もといて見 るに,既 に19世 紀 末よりそ

の報告 を見 る.即 ちHunt84)に よればGold

scheiderは 初め て骨 髄 エキスを悪性貧 血 患

者 に使 用 し無 効 で あ つ た と報 告 して い る.

引続 きFraser82), Mann92), Drummond73),

 Barrs73), Stockmann98), Hunt84), Brunton75)

等が主 として悪住 貧血患者 に対 し応 用 し記載

しているが,肝 臓療法の発見に より一時骨髄

物質の研究は中絶 されていた.然 るに1923年

Leake87)88)89)等 は家 兎及び正常 人に脾臓エ キ

ス と共に赤色骨髄 エ キスを静脈内注射 し,造

血促進作用あ るを指摘 し, Thalhimer99)も 続

発性 貧血患者にBorchardt74)も 瀉血貧血犬

に経 口的に使用 し効 果 あ る こ とを認め,再

び骨髄 物 質 の研 究 が と りあ げ ら れ た.又

Osgood95)等 は輸 血 と共に再生不良 性貧血患

者に応用 し,最 近Lorenz等91)は 放射線障碍

に対 し骨髄 物質 は 防禦作用あ り とのべてい

る.本 邦に於ては宮川門下に於け るアウ トホ

ルモン説 の一 環 としての研究を除けばその報

告は左程多 くない.即 ち大野11)12),馬 島62),

岡14)15),小 林26),酒 井30),下 坂34),教 室の平

木教授等48)49)50)の報告を 見,こ の 中酒 井30)

を除 き何 れ も赤色骨髄乃至は骨髄細胞成分は

造血機能促進作用を認め てい る.さ て骨髄物

質を経 口的 又は非経 口的に使用 し造 血促進作

用を認め るのは如何な る機転に よるのであろ

うか.宮 川64)は所謂アウ トホルモン説を とな

え,直 接同種の生け る細 胞を刺戟 しホルモン

様に作用 し,同 時にその大半は同種細胞の再

生に利用され るもの と説明 している.然 るに

小 林26)はKokas86)の 説を引用 し骨髄物質 中

には溶 血性物質 と増血性物質 とが存在 し,後

者は直接骨髄に作用 し増血作用を来たす と共

に,前 者は赤血球 を破壊 しそ こに生ぜ る中間

物質が骨髄 を刺戟 し赤血球増多を来たすと説

明 してい る.以 上要す るに骨髄 中には造血促

進 物質の存在す ることは広 く諸学者の認め る

所で ある.而 して本実験に於 ても同種及び異

種 赤色骨髄 の埋没によ りその量適 当なれば特

異的に生理的平衡状態を破 り赤血球増多症を

来たすを以 て,骨 髄 中に特異な る造血促進 作

用物質 のあ ることは明 らかであ る.然 らば赤

色骨髄 の埋没 による増血作用は如何な る機転

に よるのであろ うか.児 玉教授25)は下垂体埋

没 の作用機転に関す る諸説を次の如 く3つ に

分類 している.即 ち(1)内分泌臓器の真の移植

に成功 し移植母体よ り栄 養を受けて自らの内

分泌機能 を続け る.(2)埋 没 された内分泌臓器
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の中に 含有 してい るホルモンは殆んど関係 な

く,生 きた異 種動物の細胞を理没 された こと

が刺戟 となつて作用す る.(3)埋 没 された内分

泌臓器は理没後最早新にホルモン生産 はしな

いが,理 没時含有 してい るホルモンが放 出さ

れ,そ れが埋 没母体の内分泌臓器を刺戟 しそ

の眠 れ る機能を呼 びさまし,そ の上に前記(2)

の坐きた異種動物 の細胞の埋没 による刺戟が

加わつて作 用す る.

本実 験の作用機転を前記分類に よ り考察す

るに(1)の考 えは第3編 に於てのべ る如 く埋没

せ る骨髄 は移 植に成功せず 自ら骨髄外造血を

い とな まざるを以 て否定 きれ る.次 に(2)の問

題であ るが,本 実験の対照実験であ る同種 及

び異種筋肉埋没にては全 く赤血球増加は認め

られないのであ るか ら,骨 髄埋没に よる造 血

作用は単に異種蛋 白刺戟に よるとは考 えられ

ず,又 石原5)の 云 う如 く単に異物の埋没その

ものがス トレスとな りホ ルモンの均 衡に一つ

の刺戟 とな り生体の順応が起 るため とも考 え

られない.此 の点下垂体埋没 による血液像の

変 化として北村23)始め諸家は一致 して好酸球

の増加のみを認めてお り,骨 髄 埋没時に於 け

ろ如 き著明 なる赤 血球増加を来たす とは記載

せず,唯 向 井等66)の み赤,白 血球数の軽度の

増 加を 来たす とのべ ている.

以 上の如 く(1).(2)の 点 に否定 され るに も不

拘,本 実験に 於ては骨髄 埋没 後著明な る網 赤

血 数球の増加を 来たすの であつ て,之 は 服

部45)始め諸家の認め る如 く骨髄機能旺盛 とな

れ る証拠に して骨髄 埋没による造血促進 作用

は特 異的な もの と云い得 る.即 ち此の場合埋

没 きれた る骨髄 中よ り宮川64)の云 う如 くアウ

トホル モン様の造血促進作用物質が 徐々に放

出 され 夫れが直接 埋没母体 の造血臓器を刺戟

して比較的長期に亙 り赤血球数増 多を来たす

もの と考え られ る.こ の考 え方は敍上の児玉

教授25)の第3の 点 と稍 々類似 している.尚 こ

の ことは同種 埋没 は勿論異種埋没にて も同様

なる ことは本実験で も明らかである.

次に埋没量の問題であ るが,大 野11)12)は骨

髄細胞成分自家融解液を健康家兎に体重毎瓩

0.5瓦 の割 に非経 口的 に注入 せ る場合が最適

量な りとのべ,又 山田71)は 骨髄10%生 理的

食塩水浮遊液 を1日1～2回20cc宛10日 間

注射 し貧血を来た した と記載 しているが,本

実験に於て も大量即 ち体重毎瓩1.0瓦 埋没時

には貧血を来 たし刺戟の過強な ることを示 し,

体重毎瓩0.5瓦 埋没が最適量な ることを認め

た.而 してか ゝる造血作 用物質は如何 なる化

学的性 状を有す るであろ うか.高 橋36)は瀉血

貧血家兎に骨髄脂肪を使用 し,そ の有効成分

はエーテルに容易に とけ融点の低い骨髄 脂肪

中に含 まれるといい,大 矢13)は骨髄蛋 白分劃

中瀉 血貧血恢復促進物質は食塩水抽出分劃,

硫安半飽和分劃,特 に硫安全飽和分劃に存す

るとのべ,教 室高木35)は赤色骨髄 よ り多糖類

物質を抽 出し造 血機能促進作用あ ることを明

らかに したが,す べてを解明 し得た とは考 え

られず,今 後の研究にまつ所大 なるものがあ

る.

第5章　 結 論

1)　 同種赤色骨髄 体重毎瓩0.5瓦 を家兎大

腿内側に埋没せ るに,血 色素量,赤 血球数共

に一時的減少 を示 したる後著明な る増加を比

較的長期に亙 り認めた.こ の際赤血球数増加

に先立ち網赤血球数 も著明に増 加した.

2)　 体重毎瓩0.3瓦 埋没せ る場 合 も体重毎

瓩0.5瓦 埋没時 と同様の傾向を認めるが,そ

のは作用は軽度であつ た.

3)　 体重毎瓩1.0瓦 埋没せ る場合は,赤 血

球数増多を来たす ことな く貧血 を来た したの

みで あつた.

4)　 体重毎瓩0.5瓦 を再度埋没 せる場合 も

初回埋没時 と同様の傾向 を認めるも,初 期赤

血球数減少が軽度であ り,又 特 に認むべ き障

碍は なかつた.

5)　 異種赤色骨髄 を体重毎瓩0.5瓦 埋没せ

る場合 も同種埋没時 と同様の傾 向を認めたが,

その作用は軽度であつ た.

6)　 同種及び異種筋肉を体重毎瓩0.5瓦 埋

没せ る場合には埋没母体の血液像に著変を認

めなかつた.
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7)　 以上 よ りして骨髄埋没に よる造血機能

促進作用は特 有なるものに して,就 中体重毎

瓩0.5瓦 が最適量なることを知つた.

擱筆に臨み御懇篤なる御指導と御校閲を賜りたる

平木敎授,大 藤助敎授並びに岡本前講師に深謝す.

(本論文の要旨は第8回 中国四国内科学会地方会

にて発表 した)

文献:巻 尾に一括記載す.

Dept. of Internal Medicine, Okayama University Medical School.

(Director Prof. Dr. K. Hiraki)

Experimental Studies on the Imbedding of Bone Marrow.

Part 1: The Influence of the Imbedding of Bone Marrow upon

 the Peripherial Blood Pictures of Normal Rabbit.

By

Senichi Mizote

1) When 0.5 gram per body weight kilogram of homogeneous red bone marrow was 

embedded to normal rabbits at the inner part of thigh, both the hemoglobin and the num

ber of erythrocyte showed a temporary reduction, followed by a remarkable and compa

ratively long-lasting increase of them. In this connection, the increase of reticulocyte was, 

prior to that of erythrocyte, also notably found.
2) The same response was shown also in the case of embedding 0.3 gram per body weight 

kilogram, but in this case the response was rather slight.

3) In the case of embedding 1.0 gram per body weight kilogram, only the anemia was 

resulted, no increase of erythrocyte being caused.

4) The same response as in the first imbedding was found in another experiment under 

the same condition (0.5 gram per body weight kilogrem), but this time the reduction of 

erythrocyte on early stage was slight and no particular disorder was noted.

5) When 0.5 gram per body weight kilogram of heterogeneous (- of a young dog -) red 

bone marrow was embedded to normal rabbits, the response was almost the same with the 

case of embedding homogeneous one, although the respose in slighter degree.

6) In the cases of embedding 0.5 gram per body weight kilogram both of homogeneous 

and heterogeneous muscles instead of red bone marrow, the blood-picture of embedded body 

did not show any notable change.

7) Judging from above experiences, the fact has become clear that the imbedding of 

bone marrow has its peculiar function inpromoting the production of blood, and that the

 fittest puantity of it is 0.5 gram per body weight kilogram.


